
Web設定画面へのログイン 

２．Webブラウザ(Internet Explorer、Firefox、Safari、Chromeなど）を起動し、 

１．本製品とパソコンを有線（LANケーブル）もしくは無線で接続します。 

 

 

加入しているケーブル局がIPv4対応の場合表示されます。 

加入しているケーブル局がIPv6対応の場合表示されます。 
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192.168.0.1を入力し[Enter]キーを押す。 

３．ユーザー名、パスワードを入力し[ＯＫ]ボタンを押す。 

入力するユーザー名とパスワードは、本製品に貼付されているラベル記載の 

Login/passwordを確認ください。 

※お客様にてユーザー名とパスワードを設定された場合は設定内容が反映されています。 

４．ログインに成功すると以下の画面さ表示されます。 

①初期値 192.168.0.1（本製品に貼付のシールに記載）変更が可能ですが、他の 

SSIDで予約されていて使用できない値を入力した場合はエラーが表示されます。 

②上位ネットワークから割り当てられたIPv4アドレスが表示されます。 

③IPv4アドレスのリース時間とリース使用期限が表示されます。 

④IPv4のDNSサーバのアドレスが表示されます。 

①LAN側のIPv6のリンクローカルアドレスとDHCP-PDで取得したIPv6アドレスの 

プレフィックス部分が表示されます。 

②上位ネットワークと通信するためのIPv6リンクローカスアドレスが表示されます。 

③IPv6のDNSサーバのアドレスが表示されます。 

LAN MACアドレス ：本機のLAN側のMACアドレスが表示されます。 

WAN MACアドレス：本機のWAN側（上位との通信用）のMACアドレスが表示されます。 

WAN IPアドレス取得方法：通常は【DHCP】のままでご使用ください。 

IPv4MTUサイズ      ：MTUサイズを指定します。 

設定が完了したら    を押してください。 

DHCPサーバ機能 ：DHCPサーバ機能をボタン        で設定します。 

初期設定では【有効】となっています。 

開始アドレス   ：端末に割り当てる範囲の最初のIPアドレスを入力します。 

接続可能な端末の数：本機に同時に接続できる端末の数を設定します。 

リースタイム        ：DHCPサーバ機能で割り当てるIPアドレスの有効期限を 

分単位で入力します。 

DHCPクライアント情報：IPアドレスの払い出し情報を確認する事ができます。 

端末のリース情報を削除する場合は、削除したい行を 

選択し      を押します。 







上記の設定項目の変更を行った場合は    を押してください。 

指定したLAN側のIPアドレスからのトラフィックをブロックする設定です。 

ブロックしたいLAN側のIPアドレスを開始アドレスと終了アドレスで指定し、 

ブロックする場合は     にチェックを入れ    を押してください。 

最大で10アドレスまで設定可能です。 

指定したLAN側のMACアドレスからのトラフィックをブロックする設定です。 

ブロックしたいMACアドレスの設定 

          を押してください。 

押してください。最大で20アドレスまで設定可能です。 

設定したMACアドレスの削除 

：削除したいMACアドレスの行を         選択して 

すべてのMACアドレスを削除する場合は行を選択せずに     を 

押してください。 

：ブロックしたい機器のMACアドレスを入力し        を 

指定したLAN側のポート番号からトラフィックをブロックする設定です。 

ブロックしたい開始ポート番号と終了ポート番号を指定します。 

トラフィックの種類【TCP】【UDP】【両方】を指定します。 

ブロックする場合は【有効】にチェックを入れます。最大10まで設定可能です。 

初期設定は【無効】（ブロックしない）になっています。 



上記の設定項目の変更を行った場合は必要に応じて 

WAN側から特定のポート番号宛てのトラフィックをLAN側に転送します。 

転送先のLAN側のIPアドレスを指定します。 

転送する開始ポート番号と終了ポート番号を指定します。 

トラフィックの種類【TCP】【UDP】【両方】を指定します。 

ブロックする場合は【有効】にチェックを入れます。最大10まで設定可能です。 

いずれかのボタンを押してください。 

トリガーポートで指定したポート番号宛てのトラフィックをLAN側から受信すると 

解放ポートで指定したポート番号宛てのトラフィックをWAN側からLAN側へ 

解放します。このWAN側からのトラフィックはトリガーとなったLAN側の端末へ 

転送します。 

トリガーポート：LAN側のトリガーとなるポート番号を指定します。 

解放ポート：トリガーを受けた際のWAN側からの解放するポート番号を指定します。 

トラフィックの種類【TCP】【UDP】【両方】を指定します。 

設定を有効にする場合は【有効】にチェックを入れます。最大10まで設定可能で

初期設定では無効（解放・転送はしない）になっています。 

上記の設定項目の変更を行った場合は     ボタンを押してください。 







                     のように入力し  を押して 

 

 

 

本製品に接続する端末をMACアドレスで制御します。 

初期設定では【無効】（制御しない）になっています。 

制御の有効化方法 

                を選択し、ブロックしたいMACアドレスを 

         のように入力し    を押してください。   

最大で20アドレスまで登録可能です。 

WMM（WiFi MulitiMedia)のQOS（優先制御）をサポートさせるかの設定をします。 

通常では初期設定のままご使用ください。 

無線リピータを接続するための無線ブリッジ設定を行います。 

初期設定では【無効】となっています。 

無線リピータ接続方法 

            にする。 

ください。 


